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摘要

　本研究では 2000 年代に沖縄県から日本本土へ移動をした季節労働経験者 130 人に聞き取り調査を行い，

彼らの証言から，移動プロセスにおける移動者の意思決定要因について共通性と個別性を，定量的，定性

的の両面から明らかにした．さらに，移動先での労働や日常生活の状況について，彼らが語った証言からは，

本土での季節労働経験が彼らの本土観と，それに相対する沖縄観を醸成，強化したことが読み取れた．
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Ⅰ　は じ め に

　地理学における人口移動研究の視点として，堤

（1987）は（1）移動者の特性と移動の意志決定，（2）
出発地と目的地の地域的な特性や諸組織，（3）人

口移動流の持つ , 方向や量などの特性，の 3 点を

提示した．これまで筆者は，沖縄県から日本本土

（以下，本土）の製造現場や建設現場などへ，「キ

セツ（以下，季節労働）に行く」と沖縄で表現さ

れる労働力移動に着目し，堤が提示した人口移動

研究の視点に準拠して，主に定量的に検討してき

た（宮内 2008，宮内 2009a）．ただし，まだ未検

討な視点として，移動者の「移動の意思決定」が

挙げられる．

　人口移動の意思決定に関して，堤は次のように

述べている．

　気まぐれで行なわれる移動もあれば , 外部的な

強制力により移動を余儀なくされる場合もある．

しかも , この意志決定過程における判断には個人

差も考慮されねばならない．加えて , 特定かつ単

一の潜在的移動者ですら , 時により , 場合により ,

異なる判断を下す可能性が少なくない．こういっ

たことに鑑みると , 意志決定過程への直接的アプ

ローチは , 極めて困難である．したがって , 人口

移動のケースごとに , 移動の意志決定過程の前後

に （潜在的） 移動者に影響を及ぼしたものについ

て分析をすることが重要になる（堤 1989：51）．
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があり，移動時の年齢が 10-20 歳代であった沖縄

県出身者に限定をした．

　調査対象者探しおよび実際の調査は，琉球大学

および沖縄国際大学の協力学生に依頼して行った．

このような調査方法をとったのは，両大学の学生

は沖縄県出身者が多く，彼らのパーソナルネット

ワークを活用するとインフォーマントを探すこと

が容易なこと，学生とインフォーマントは年齢が

近くラポールが築きやすいため，調査に本音で対

応して語ってくれ易いこと，沖縄の若者特有のイ

ントネーションや言い回しを含む証言の逐語的記

録が可能なこと，などを考慮した結果である．調

査をする学生たちには，移動プロセスや移動先で

の労働や生活の状況，評価などについて，聞き取

り項目を示したうえで，あとは自由に会話をして

もらい，色々な証言をインフォーマントが話した

通りに記録するように依頼をした．

　聞き取り調査は 2007 年 7 月～ 8 月，2008 年 7 月

～ 8 月にかけて実施し，130 人分の証言を得ること

ができた
4）．各人の雑多な証言を移動動機や労働・

日常生活の状況，評価などに分類整理して定性的

分析の基礎資料とした．また，証言の内容をデー

タ化し，定量的分析に提供する基礎資料とした．

130 人分のデータであるため，定量的分析を行うこ

とには問題はないと思われる．

　ところで， インフォーマントたちが本土で季節労働を

経験した 2000 年～ 2008 年は， 2002 年 1 月から始ま

る第 14 循環景気拡張期 （通称， いざなみ景気） が

含まれており， 好景気の期間が長かった
5）． この期

間における沖縄県からの県外就職者数は 2008 年の

3,069 人を極小値，2004 年の 10,409 人を極大値と

する範囲で推移している
6）．当時，県内で季節労

働者を募集する求人企業は多く，2007 年には年間

134 社を数えた（宮内 2009b）．企業形態をみると，

製造企業は 7 社に過ぎず，業務請負企業や人材派

遣企業
7）が公共職業安定所（以下，職安）を舞台

に採用活動を活発に行っており，多くの若者を季

節労働者として本土に送り出していた．

　インフォーマント 130 人の特性をみてみる．性

別は，男性が 79 人（60.8 %），女性が 51 人（39.2 

%）である．また，学歴別にみると，中学卒業者

が 7 人（5.6 %），高校卒業者 86 人（66.2 %），短大・

　このように移動の意志決定過程の解析の困難さ

を認識したうえで，「移動の意志決定過程において

は , 潜在的移動者が「どう決定するのか」ではなく ,

「どう決定したのか」あるいは「どう決定するつも

りか」が分析の対象とされる」（堤 1989：51）と

している．このようなことを踏まえると，具体的

には移動経験者から証言や語り（以下，証言）を

収集し，生活史を分析することが重要になってく

る
1）．もちろん，移動の意思決定は個別的である

ことに間違いはないが，証言が多く収集できれば，

そこから移動動機や移動先の決定について，移動

者間に共通性が見いだされるだろう．結果的に，

多くの証言からは定性的分析のほかに，定量的な

分析も可能になるのである．定量的な分析が可能

になれば，意思決定の類型化や移動者の特性との

関係性を検討することも研究の視野に入れること

ができる
2）．

　生活史アプローチは，移動プロセスだけの考察

にとどまらない．移動者の証言からは，移動先で

の労働や日常生活の状況といった移動後の実態に

ついても明らかにすることができる．さらに，移

動経験者が還流後に移動先での経験を評価するこ

とで，移動した 2 つの地域（出発地および到着地）

をどのように認識 / 再認識しているのか，という

地理学的な課題を検討することも可能になる．

　これらのことを踏まえて，本研究では沖縄県か

ら本土へ移動をした季節労働経験者を対象に，彼

らの証言から，移動プロセスにおける移動者の意

思決定要因について共通性と個別性を，定量的，

定性的の両アプローチから明らかにすること．移

動先での労働や日常生活の状況を踏まえて，彼ら

が本土および沖縄をどのように認識 / 再認識して

いるのかを，証言から読み取ることを目的とする．

Ⅱ．研究方法と調査対象者の特性

　本研究の目的を達成するため，沖縄県に帰還し

た季節労働経験者に聞き取り調査を実施し，彼ら

の証言を記録した．沖縄県からの季節労働者の特

徴として若年層が多いこと，製造現場への就業が

多いことが先例研究で明らかになっているため
3），

本研究では調査対象者（以下，インフォーマント）

を，2000 年以降に製造現場で季節労働をした経験
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表 1　沖縄県出身の季節労働者の移動動機（複数回答）

各種学校卒業者または在籍者 16 人（12.3 %），大

学卒業者または在籍者 15 人（11.5 %），不明 6 人

である．本調査におけるインフォーマントたちは，

沖縄県からの季節労働者全体の特性と比較しても，

性別，学歴ともに代表性はあるとみなされる．

　インフォーマントたちの移動先都道府県は，判

明している 128 人中，愛知県が 84 人で最も多く，

全体の 65.6 %を占めている．次いで三重県（9人，7.0 
%），滋賀県と静岡県（各 7 人，5.5 %），岐阜県（5 人，

3.9 %）と続く．愛知県の自動車産業は 2000 年代

に入って順調な輸出に支えられて生産が拡大して

おり，沖縄県からの季節労働者の 3 人に 2 人まで

が移動先としている．これは当時の県外就職者の

愛知県への就業率とほぼ同じである
8）．

　次章からは，集めた証言をもとに，沖縄県内在

住の若年者が，本土の製造現場で季節労働するま

での移動プロセスや，製造現場や日常生活での状

況，季節労働経験の評価を検討することで，沖縄

県からの季節労働者の就業経験の実態や本土に対

する認識 / 再認識を明らかにしたい．

Ⅲ．季節労働者の移動プロセスに関する意思決定

　ここでは，沖縄県内に居住する 10-20 代の若年

者が，どのようなプロセスを経て季節労働者とし

て本土に移動するのかを，移動動機，求職経路，

企業決定理由の 3 点からその意思決定過程を明ら

かにする．

1．移動動機

　まず，本土へ季節労働に行くことを決意する移

動動機について，インフォーマントの証言から動

機を分類・集計して表 1 に表した．これによると，

最も多い移動動機は「金銭の獲得」という経済的

理由である．全インフォーマント 130 人中 88 人（全

体の 67.7 %）までがこれを動機にあげている．宮

内（2009a）でも分析したとおり，沖縄県からの季

節移動量は経済的要因，特に沖縄県と本土間の賃

金格差により説明ができるため，彼らの最大の移

動動機も高収入への期待であることは容易に理解

できる．

　移動者の特性との関連性をみると，「金銭の獲得」

を移動動機にあげた割合は，男性で 67.1 %，女性

で 68.6 % であり，性別による差異は認められない．

　聞き取りでは，次のような証言が得られた．なお，

各証言の最後には，順にインフォーマントの性別，

移動先都道府県，移動時の年齢を（　）で表して

いる．

証言 1　高校卒業して（沖縄で）就職したのはいい

けどよ，何か給料も安すぎだし，働く時間帯も

おかしいし，何か嫌になってしまったわけよ．

しかもみんなが学校行ってるのとか見てから，

専門学校とか通いたいなーって思ってきたりも

してから，それでキセツ行こうと思ったばーよ．

全体 男性 女性 中等 高等 全体 男性 女性 中等 高等

N=130 N=79 N=51 N=93 N=31 N=130 N=79 N=51 N=93 N=31
人 人 人 人 人 ％ ％ ％ ％ ％

金銭の獲得 88 53 35 62 22 67.7 67.1 68.6 66.7 71.0

本土生活の経験 42 25 17 31 9 32.3 31.6 33.3 33.3 29.0

精神的な成長 17 9 8 12 4 13.1 11.4 15.7 12.9 12.9

やりたいことがない 16 11 5 13 3 12.3 13.9 9.8 14.0 9.7

沖縄に仕事がない 13 9 4 10 2 10.0 11.4 7.8 10.8 6.5

季節の仕事の経験 9 7 2 6 1 6.9 8.9 3.9 6.5 3.2

他人の付き添い 8 4 4 5 3 6.2 5.1 7.8 5.4 9.7

他人の勧め 7 2 5 5 2 5.4 2.5 9.8 5.4 6.5

注：中等は中等教育卒業程度で、中卒、高校卒、全校種の中退者が含まれる。高等は高等教育卒業程度で、
注大学院・大学・短大・専門学校の卒業生および在学生が含まれる。

（聞き取り調査より作成）

第1表　沖縄県出身の季節労働者の移動動機（複数回答）

学歴別

移動動機

性別 性別 学歴別

注：中等は中等教育卒業程度で，中卒，高校卒，全校種の中退者が含まれる．高等は高等教育卒業程度で，大学院・ 

　大学・短大・専門学校の卒業生および在学生が含まれる .

（聞き取り調査より作成）
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（男性，岐阜県，19 歳）

証言 2　免許を取るのは親が出してくれたんだけ

ど，車は自分で買えって．んで，スタンド
9）

でバイトしてたけど，あまり貯まらないからキ

セツ行こうかなぁって．3 ヶ月で 60 貰えるっ

ていうし，楽そうだったから．（女性，栃木県，

19 歳）

証言 3　高校自体したいことがあって行ったわけで

はなかったし，俺は勉強なんて全くといってい

いほどできなかったし，そんな人間がお金稼ぐ

には期間工に行くのが一番手っ取り早いという

か，それしかなかったんだよね．（男性，愛知県，

19 歳）

　金銭獲得の目的はさまざまである．証言 1 のよ

うに専門学校に進学するための学費を稼ぐ目的も

あれば，証言 2 のように車の購入が目的の場合も

ある．そして両人とも学卒後は沖縄県内で正社員

やアルバイトとして一度就職しているが，就業先

の低賃金な状況に不満を持っている．また，証言 3

のように，「手っ取り早い」金を稼ぐ場として季節

労働が認識されている場合もある．

　聞き取り結果を集計すると，季節労働で稼いだ

金銭の使用目的が判明した 57 人のうち，大学や各

種学校などの「学費関係」が 32 人と最も多く，次

いで車やバイクの免許取得や購入など「車・バイ

ク関係」が 11 人，「生活資金・仕送り」が 5 人，「結

婚・留学資金」が 5 人，「借金返済」が 4 人であっ

た（表 2）．

　インフォーマントの特性との関係をみると，性

別では男性が「生活資金・仕送り」，女性が「車・

バイク関係」に，学歴別では中等教育以下（以下，

中等教育）が「車・バイク関係」「結婚・留学資金」「借

金返済」など趣味や生活のため，高等教育以上（以

下，高等教育）が「学費関係」の比率が高かった．

　表 1 によると，2 番目に多い移動動機は，季節労

働を通した「本土生活の経験
10）」である．この動

機をあげた人は全体の 32.3 % で，男女間では差は

認められない．

証言 4　それに，やっぱ若いうちに内地は経験し

てみたいなーって思ってて，サンエー
11）もちょ

うどやめようと思ってたし．そしてついでに友

達も欲しかったから，友達の輪を広げにさ．（女

性，愛知県，21 歳）

証言 5　本土に行くことは島の人
12）からだと憧れ

だし，一回生活してみて本土に住もうか考えて

みるのもいいかな～と思った．（女性，三重県，

18 歳）

証言 6　内地で仕事経験したかったのと，興味が

あったからキセツ行ったわけよ．なんでその時

に就職しないでその年齢で行ったかって言った

ら，そのまま沖縄で就職してしまったら，なか

なか内地とかに行けないさぁね．だから，就職

して落ち着いてしまう前に，内地に行きたかっ

たわけよ．一応，就職するのは沖縄で，って決

めてたわけさぁね．（男性，愛知県，22 歳）

　これらの証言から，沖縄県の若年層の中には本

土に対する憧れを持つ者や，本土での就労・生活

経験を希望する者がいることがわかる．そして季

節労働希望者が考える本土経験というのは，あく

表 2　季節労働で稼ぐ金銭の使用目的（主回答のみ）

全体 男性 女性 中等 高等 全体 男性 女性 中等 高等

N=57 N=36 N=21 N=49 N=8 N=57 N=36 N=21 N=49 N=8
人 人 人 人 人 ％ ％ ％ ％ ％

学費関係 32 20 12 26 6 56.1 55.6 57.1 53.1 75.0

車・バイク関係 11 5 6 10 1 19.3 13.9 28.6 20.4 12.5

生活資金・仕送り 5 5 0 4 1 8.8 13.9 0.0 8.2 12.5

結婚・留学資金 5 3 2 5 0 8.8 8.3 9.5 10.2 0.0

借金返済 4 3 1 4 0 7.0 8.3 4.8 8.2 0.0

（聞き取り調査より作成）

   使用目的

第2表　季節労働で稼ぐ金銭の使用目的（主回答のみ）

性別 学歴別 性別 学歴別

（聞き取り調査より作成）
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までも自分の生活基盤は沖縄県にあり，本土での

生活は一時的なものという気持ちが強い．例えば，

証言 6 では正規職としての就職はいずれ沖縄県内

で行うと決めていて，Ｕターンすることを前提に

季節労働を選択しているのである．このように一

時的に本土経験を希望する者にとっては，正規雇

用よりも短期契約の季節労働の方が適した雇用形

態なのである．「本土生活の経験」を移動動機にあ

げる比率は，インフォーマントの性別や学歴別に

差は認められない．

　それ以外の動機として，本土での季節労働と日

常生活を体験することによる「精神的な成長」（全

体の 13.1 %），季節労働での仕事自体に興味をもっ

た「季節の仕事の経験」（同 6.9 %）のような積極

的な動機がある一方で，「やりたいことがない」（同

13.9 %），沖縄には「仕事がない」（同 11.4 %），季

節労働を希望している友人知人など「他人の付き

添い」（同 5.1 %），「他人の勧め」（同 2.5 %）など

消極的・受動的な動機も多かった．インフォーマ

ントの特性との関係をみると，性別では男性が「季

節の仕事の経験」，女性は「他人の勧め」の比率が

相対的に高い．学歴別にはどの動機も差は認めら

れなかった．

　次の証言 7 は季節労働を契機に自立したいとい

う「精神的な成長」の，証言 8 は「やりたいこと

がない」，証言 9 は高校の先生が季節労働に行くこ

とを勧めた「他人の勧め」の事例である．

証言 7　とりあえず，そろそろ 20 歳になるやっし．

自立したいし，家から出たかったばーよ．内

地にも行きたかったし，ジン
13）もほしくてよ．

稼ぎたかったわけさ．でもなんだかんだ言って

1 番の理由は，いろんな経験をして，自立した

かったからだな．（男性，愛知県，19 歳）

証言 8　専門学校を卒業したけど，自分がやりたい

仕事がはっきりしていなくて，働くことの意義

を見つけるためと内地で一度は生活してみたい

と思ったから．（男性，愛知県，20 歳）

証言 9　進路が決まらんで，ぷー太郎しようとし

てたわけ．でも，先生が「あんたは働いた方が

いいよ．」って言ってから，勧めよったわけさ．

それで，高校に求人企業が情報持ってくるのを

紹介してもらったわけよ．（女性，滋賀県，18 歳）

証言 10　高校卒業して進学もしないし，就職決まっ

てないし，沖縄は仕事無いし，人生経験として

一回ぐらいは内地出てみようかなと思ったわ

け．あと，高校のとき仲が良かった友達も，就

職決まってなかったし，外出たいって言ってた

から，じゃあ二人でキセツ行ってみるかって

なって，キセツ行くことになったわけ．（女性，

岐阜県，18 歳）

　以上みてきたように，季節労働の動機は金銭の

獲得や内地での生活・就業経験をはじめとして様々

であるが，借金返済のためのような明確で単一の

動機の事例は少なく，多くの移動者は証言 10 のよ

うに複数の動機が重なり合いながら移動を決意し

ている．そしてその背景として，沖縄県における

若年層の就職難や低賃金性といった地域労働市場

の問題があげられる．

2．求職経路

　季節労働者として本土で就労することを決意し

た移動希望者は，どのような求職経路で就職先企

業を見つけているのだろうか．就職チャネルが判

明した 124 人についてみてみると，求職経路は公

的機関を経由するケースと，就職先企業に直接連

絡するケースに大別できる．そのうち，季節労働

移動に介在する公的機関としては，職安と学校の

2つがある．特に，職安を経由した人は 82人を数え，

全体の 66.1％を占める．

　沖縄県から本土就職する季節労働者の移動プロ

セスの特徴は，職安が季節労働移動に深く関与す

る諸組織として機能していることである（宮内 

2008：48）．2000 年代の沖縄県では，季節労働希望

者と求人企業が接触する場が職安での現地選考会

であった．

証言 11　最初は求人雑誌を見て探していたけど，

いろいろありすぎてどこの会社がよいのかわ

からなかったため，友達と二人で那覇の職安に

行った．その時初めて職安に行ったけど，かな

り人がいっぱいいたわけ．こんなにいると思わ

なかったからビックリしたよ！（女性，岐阜県，

18 歳）
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証言 12　職安で希望の職種・時間帯・給料や自

分の持っている資格などを記入する用紙をも

らって，記入し提出しました．職安の人と相談

してその希望にあった会社があれば，面接の予

約を入れて，後日面接．面接では，履歴書を出

して話したり，カードを使って軽いテストのよ

うなものを受けたりします．結果は 2 週間前後

に家に通知がきて，面接のときに自分が出した

希望日に出発しました．（女性，愛知県，20 歳）

　沖縄県の季節労働希望者は，宮内（2008，
2009a，2009b）で分析したとおり，就職情報誌か

ら求人企業が提示している収入を含めた勤務条件

を把握している．すでに情報誌で意中の企業があ

る場合は，職安へ行き，企業名を指名すると，職

安に駐在している採用担当者から説明を受けるこ

とができる．証言 11 のように，就労したい企業が

多くて目移りする場合では，職安の職員と相談し

て企業の紹介を受ける．いずれにせよ，2000 年代

の季節労働希望者は職安を通して求人企業と接触

し，職安の管理下で雇用契約を結ぶというのが一

般的であり，証言からもそれが裏付けられた．

　学校の紹介により季節労働の就職先が決定した

のは 4 人である．一般的に，学校の就職指導は正

規雇用先を紹介する．しかし，2007 年 3 月卒業者

に対する求人倍率が中学で 0.15 倍，高校で 0.62 倍

と低く，正規雇用による就職が決定しない生徒が

出てくる．その場合，先述の証言 9 のように学校

の就職指導の一環として季節労働を勧めていたの

である．

　このように公的機関を介在させて季節労働移動

を行う場合のほかに，移動者の約 1/3 は個人，あ

るいは個人のネットワークを利用して企業と接触

を図り，雇用契約を直接結んでいる．具体的には，

就職情報誌や新聞広告から企業の情報を入手し，

企業に直接連絡をとった者が21人（全体の16.9 %），

家族や友人の紹介を受けて企業に直接連絡をとっ

た者が 17 人（同 13.7 %）であった．

　季節労働希望者は，職安内で採用面接を受ける

場合も，企業の事務所で受ける場合も，採用担当

者と勤務条件などを交渉する．1990 年代後半以降

から製造派遣が認められる 2004 年まで沖縄県内で

季節労働者を求人する企業は，業務請負企業が多

い．業務請負企業は全国各地に業務委託を受けた

製造現場を有するため，季節労働希望者のさまざ

まな要求，例えば希望したい勤務地域や職種など

に対応することができる．逆に採用担当者と交渉

をしているうちに，勤務地域や職種が最初に希望

していたものとは異なった形で雇用契約が結ばれ

る場合もある．

証言 13　面接だけだったよ．いろんな事聞かれる

かなって思ってたけど，意外と楽だった．友達

と一緒だったからあんま緊張しなくて済んだ

し．（女性，愛知県，20 歳）

証言 14　友達の紹介だったから面接とかマジてー

げー
14）だったぜ．こんなんでいいば？とか思っ

たし．（男性，愛知県，20 歳）

証言 15　Ｔ社の場合は特に，大手の企業であるか

ら，面接の際，スーツで来ないと，まず採用は

ありえない．現に，自分の友人が，Ｔ社との面

接に私服で来て注意されたし，採用してもらえ

なかったんだ．（男性，愛知県，18 歳）

　採用担当者との面接では証言 13 や 14 のように，

思っていたより簡単に採用が決まり，拍子抜けする

場合が多かったようである．しかし，証言 15 のよ

うに面接の服装や態度を重視する企業もあり，特

に大手企業ほどその傾向は強いと認識されている．

3．就職先企業の決定理由

　前節では，季節労働希望者が求人企業と連絡を

とるまでの経路について考察した．本節では最終

的に就職先企業を決定した理由について明らかに

する．

　聞き取りでは企業決定に最も重視した点を尋ね

た．回答を得た 112人のうち，「金銭面」が 41人（36.6 

%）が最も多く，次いで「勤務内容・形態」が 24

人（21.4 %），「経験者からの評判」が 22 人（19.6 %）

の順で続いた（表 3）．特性との関係をみると，性

別では男性は「経験者からの評判」や「企業イメー

ジ」を，女性は「勤務内容・形態」や「友人・知

人の有無」を相対的に重視する傾向が，学歴別で

は，中等教育以下が「金銭面」「勤務内容・形態」を，

高等教育以上が「企業イメージ」をより重視する
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傾向がみられた．

証言 16　トヨタだから給料高そうやっし～，親も

トヨタならいいって言ってたし，それ以外はな

いよ，特に．（男性，愛知県，20 歳）

証言 17　まず最初に飛行機代がもらえたし，あと

祝金
15）．なんか「よくここへ来てくれましたー

3 万円」みたいなのもらったし，半年の契約が

終わる最後の月には，給料とは別に 30 万ほど

もらえたから．（女性，愛知県，21 歳）

証言 18　コンピューターの部品のような小さい物

を扱うとノイローゼになりそう．自動車の組み

立てならそんなことはなさそうだから．（男性，

愛知県，19 歳）

証言 19　そこが儲かるって聞いてたから．ねぇ

ねぇ
16）の話では，なんか友達の知り合いが沖

縄戻ってから，130 万の車現金で買ったって

言ってたから，すげーみたいな感じで．（女性，

愛知県，20 歳）

　証言 16 と 17 は金銭面の条件の良さが，証言 18

は勤務内容が，証言 19 は金銭面に関する経験者

の体験談が就職先企業を決定させた理由といえる．

金銭面では，基本給や残業代の高さはもちろんの

こと，証言 17 でもみられるように，交通費や就職

祝金，満期退職慰労金などプラスアルファの部分

も考慮しているのである．ここでは就職先企業を

決定した最大の理由を集計したが，その理由は当

然ながら一つだけの場合は少なく，季節労働希望

者はいくつもの肯定的な理由を総合的に判断して

企業を決めているのである．

　そのようにして選択した就職先企業をみてみる

と，インフォーマントたちは 39 社と雇用契約を結

んでいる．そのうち，愛知県に本社が所在するデ

ンソー（47 人）とトヨタ（18 人）に集中しており，

2 社だけで 50 % を占めていた．

証言 20　トヨタとデンソーは，県内でも評判の良

い会社だし，待遇がいい．特に寮無料っていう

のは大きいよ．そりゃ，大企業だからこそなん

だろうけど．本当は，トヨタの仕事内容より，

デンソーの方が，厳しくないっていうから，デ

ンソーにしたかったんだ．でもね，デンソーっ

て，一番人気だったから，1 ヶ月待ちって言わ

れて・・・．なるべく早く，本土に稼ぎに行き

たかったから，待ちのないトヨタにしたんだ．

（男性，愛知県，18 歳）

　トヨタとデンソーは大手企業という信頼がある

うえ，証言 20 にみられるように，寄宿舎が無料と

いう金銭的なメリットがある．両社ともこれまで

多くの沖縄県出身者が季節労働しており，その評

判もよい．そのため，この 2 社に季節労働希望者

が集中しているのである．

　季節労働者の雇用形態として，トヨタやデンソー

のように製造企業が直接沖縄県内で求人活動を行

い，季節労働者を雇用している形態を直接雇用，

業務請負企業や人材派遣企業が労働者を雇用して

表 3　雇用先企業の決定理由（主回答のみ）

全体 男性 女性 中等 高等 直接 間接 全体 男性 女性 中等 高等 直接 間接

N=112 N=67 N=45 N=78 N=28 N=73 N=39 N=112 N=67 N=45 N=78 N=28 N=73 N=39
人 人 人 人 人 人 人 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

金銭面 41 25 16 31 9 25 16 36.6 37.3 35.6 39.7 32.1 34.2 41.0

勤務内容・形態 24 12 12 19 5 12 12 21.4 17.9 26.7 24.4 17.9 16.4 30.8

経験者からの評判 22 15 7 14 6 2 2 19.6 22.4 15.6 17.9 21.4 2.7 5.1

企業イメージ 11 8 3 4 4 17 5 9.8 11.9 6.7 5.1 14.3 23.3 12.8

友人・知人の有無 9 4 5 6 3 1 0 8.0 6.0 11.1 7.7 10.7 1.4 0.0

勤務地域 4 2 2 3 1 8 1 3.6 3.0 4.4 3.8 3.6 11.0 2.6

寮など福利厚生 1 1 0 1 0 8 3 0.9 1.5 0.0 1.3 0.0 11.0 7.7

注：直接は製造企業による直接雇用、間接は業務請負企業や人材派遣企業による間接雇用を表す。

（聞き取り調査より作成）

決定理由

雇用形態別 雇用形態別

第3表　雇用先企業の決定理由（主回答のみ）

性別 学歴別 性別 学歴別

注：直接は製造企業による直接雇用、間接は業務請負企業や人材派遣企業による間接雇用を表す。

（聞き取り調査より作成）
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製造現場で作業に従事させる形態を間接雇用とす

る．インフォーマント 130 人のうち，直接雇用は

78 人，間接雇用は 52 人であった．

　表 3 から雇用先企業の決定理由を雇用形態別に

みてみると，回答のあった 112 人
17）では，製造企

業による直接雇用では，「企業イメージ」（23.3 %）

や「勤務地域」（11.0 %）が相対的に高かった．こ

れは，直接雇用の大部分を占めるトヨタとデンソー

のイメージが良く，信頼がおける企業と認識され

ていたこと，また，勤務地も愛知県を中心とする

東海地方であること，それらを季節労働希望者た

ちが重視していた結果を反映している．一方，間

接雇用では「金銭面」（41.0 %）や「勤務内容・形態」

（30.8 %）の条件が良いことを決定理由としている

傾向がみられた．これは，職安での現地選考会で

業務請負企業や人材派遣企業が，人気のあるトヨ

タやデンソーよりも魅力的な雇用条件を提示して

おり，それを期待して季節労働希望者たちが雇用

契約を結んでいたことを示している．

Ⅳ．季節労働者の本土就業先での状況と評価　

　本章では本土に移動した沖縄出身季節労働者が，

就業現場や日常生活でどのような状況の下で過ご

していたのか，その実態を明らかにする．さらに，

多くの季節労働者は移動前に職安などでの現地選

考会で，求人企業から雇用条件などが示されたう

えで意思決定をして移動をしている．移動後に就

労や生活を経験した結果，それぞれに対して移動

前に提示された諸条件と比較してどのように感じ

たのか，その評価を考察する．

1. 就業現場での状況

　まず，沖縄県出身の季節労働者が本土の製造現

場でどのような作業に従事しているのかを明らか

にするために，聞き取りで得た 123 人分の証言を

集計した（表 4）．

　それによると，全体では「製造・組立」が 71 人（57.7 

%）で最も多く，次いで「検査」が 38 人（30.9 %），「製

造と検査」の両方が 9 人（7.3 %），「運搬」が 4 人（3.3 

%）であった．性別にみると，男性では「製造・組立」

が 68.1 %，女性では「検査」が 45.1 % で最も多く，

製造現場では性別役割が顕著にみられる．　

証言 21　その工場では，携帯のカメラあるさー．

それの部品の組立て．最初行く前は，カメラの

組み立てとかチョー細かそうで難しい事を想像

していたけど，実際は簡単で安心した．（男性，

愛知県，20 歳）

証言 22　5 畳くらいの部屋を 2 つ行ったり来たり

しながら，作業を行っていた．ひとつの部屋は，

窓のようなものに，電子回路が浮かび上がって

いるからそれを点検する．もうひとつの部屋は，

顕微鏡で覗いて確認するという作業．それの繰

り返しだった．（男性，三重県，23 歳）

証言 23　前工程で車のボディに塗られた錆止めの

塗装の不具合をチェックするところで，もし，

きれいに塗装が塗られていなかったら，その部

分を中腰の姿勢でサンドペーパーでひたすら擦

る．流れ作業なもんで，全然追いつかないんス

よ．もう相当きつかった．腰にくるんスよ．（男

性，愛知県，20 歳）

　いずれも極めて単純な作業で，証言 21 のように

思ったより簡単だと感じた者は多い．もちろん，

証言 23 にみられるように，現場によっては肉体的

に負荷がかかる作業に配置された者もいた．また，

流れ作業のため，慣れない最初の頃は規定時間内

に作業が終わらず，ラインを止めて周りに迷惑を

かけたという証言も多い．そのうち，作業にも慣

れてくると単純な作業ゆえに，作業そのものが苦

痛になっていく．

証言 24　仕事内容は単純なことでも同じことの繰

り返しだから，マジで頭がおかしくなりそう

だったさぁ．（女性，愛知県，20 歳）

証言 25　車に必要なネジがエスカレーターのよう

に流れて来る．ネジに不良品がないかチェック

する仕事で楽しくもないし，早く終わりなーと

思いながら時計をみているよ．（男性，愛知県，

19 歳）

証言 26　同じ作業を何ヶ月もずっとやるから，自

分は何をやっているんだろう．自分にとって

何のためになるんだろうって．（女性，岐阜県，

18 歳）

　このような仕事の単調さに苦痛を感じていた，
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表 4　沖縄県出身の季節労働者の従事作業

という証言は 86 % のインフォーマントから得られ

た
18）．証言にもみられるように，作業中に何度も

時計を確認し，自分の労働の意味に対して自問自

答を繰り返し，単調さに耐えながら製造現場で作

業を続けていたのである．

　彼らの勤務形態は，現場によっては不規則で残

業も多かった．

証言 27　3 名 1 組ぐらいで，昼夜交替制だったばー

よ．昼勤と夜勤を一週間交替ずつでやるわけ

さーな．で，昼勤は 8 時 10 分から始まって 5

時に終わるんだけど，残業があるわけさ．その

残業が 1 時間から 4 時間できるわけさ．ワー
19）

お金が欲しかったからよ，マイチャー 21 時ま

で残って残業してたやっさ．で，夜勤が 21 時

から翌日の 6 時までだな．夜勤も残業はあるん

だけどよ，2 時間だけしかないばーよ．で，土・

日は基本的に休みなんだけどよ，やりたい人は

やってもいいわけさ．平日は，1 時間で 1,200

円で，残業すると 1,500 円もらえるばーよ．土・

日とかやばいぜ．1 時間で 1,500 円で，残業す

ると 1,700 円になるばーよ．（男，愛知県，19 歳）

証言 28　勤務体制は 4 勤 2 休の 2 交代制．朝 8 時

から夜 8 時で 4 日間勤務し，2 日間の休日，夜

8 時から朝 8 時で 4 日間の勤務，2 日間の休日

という勤務体制の繰り返しだった．2 日間休み

といっても，すでに 8 時間働いたあとからの休

みだから，実質 1 日半くらいしか休みってな

かったよ．朝 8時までとか変な時間に働くから，

毎日眠かったよ．（男，三重県，25 歳）

　証言 27 のようにお金儲けに徹している人は残業

も厭わなかったが，残業の強制に不満を感じる者

や，証言 28 にように不規則勤務で体調の不調を感

じる者もいた．証言の中には製造現場の人員状況

を表すものもある．

証言 29　23 人で一つのラインで，23 人中 20 人が

沖縄出身なんだー．18 歳から 32・3 ぐらいま

での人たちで，方言や訛りでしゃべりまくりで

すごい楽しい．雰囲気はとってもいいよ．（女

性，岐阜県，19 歳）

証言 30　外国人がたくさんいて，時々話してきて

全く言葉の意味が分からないから大変で，しか

も英語なら多少は分かるのに他の言葉だった

から，でーじ
20）困ったやっさぁ．（男，岐阜県，

19 歳）

　製造現場には，証言 29 のように沖縄出身者が多

数を占め，方言や訛りを遠慮なく喋ることができ

たところもあれば，証言 30 のように南米からデカ

セギに来た日系人たちと一緒に作業を行い，コミュ

ニケーションの面で困惑をしているところもあっ

た．いずれにせよ，製造現場では沖縄出身者と日

系人が同じラインで単純作業に従事していたこと，

彼らが労働市場の中で，労働力の置き換えが容易

な最も弱い非正規雇用層に位置づけられていたこ

とが伺える．

2. 日常生活の状況

　ここでは，季節労働者たちがどのような日常生

活を本土で送っていたのか，その生活状況の実態

を，インフォーマントの証言をもとに再構成する．

証言 31　宿舎はめちゃめちゃ上等だったよ．部屋

は広いし，きれいだし，お風呂とかもきれい

全体 男性 女性 全体 男性 女性

N=123 N=72 N=51 N=123 N=72 N=51
人 人 人 ％ ％ ％

製造・組立 71 49 22 57.7 68.1 43.1
検査 38 15 23 30.9 20.8 45.1
製造＋検査 9 5 4 7.3 6.9 7.8
運搬 4 2 2 3.3 2.8 3.9
その他 1 1 0 0.8 1.4 0.0

（聞き取り調査より作成）

第4表　沖縄県出身の季節労働者の従事作業

性別 性別

 従事作業

（聞き取り調査より作成）
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だった．何より仕事場まで歩いて 5 分だったか

ら通勤が楽だったよ．（女性，長野県，28 歳）

証言 32　一室に 3 部屋あって，俺は 4，5 畳の部屋

でテレビ，クーラー，布団があるだけの本当に

寮の部屋って感じの生活部屋で，寮自体には何

百人って人がいるから色々決まりもあって，自

炊は禁止，お風呂は時間規定の大浴場での入浴，

冷蔵庫も 1 つを 3 人共同，洗濯機も共同などの

赤の他人とのほんとに共同生活だったね．（男

性，三重県，18 歳）

証言 33　寮は，ルームメイトの子がたまたま同じ

沖縄の子だったから，気楽な感じで楽しかった．

食事もまあまあ美味しかったし．でも，お風呂

は最悪だった．お湯がちゃんと出るとこが，一

箇所しかなくていつも長蛇の列ができていた．

だから，並ぶの大変だから，水風呂ばかりで．

水風呂入るたびに，家に帰りたくなった．（女性，

愛知県，20 歳）

　生活の拠点となる寄宿舎は，季節労働者にとっ

て重要な空間である．証言 31 のように新しく綺麗

な施設なら満足感が高まり，証言 33 のように施設

に不備があれば，里心がつくきっかけとなるので

ある．また，部屋は相部屋である場合が多く，ルー

ムメイトとの相性が大切になる．また，証言 32 の

ように細かな規則を守り，トイレなどの共用部分

では，気を遣う必要があった．

証言 34　月曜日から金曜日はずっと同じ生活よ．

朝起きて，仕事に行って，仕事が終わってすぐ

帰って．してから，洗濯して，お風呂入ってか

ら，ご飯を作って食べて．んで，次の日のご飯

の買い物に出かけてた．買い物からお家に着い

たらそっこーで爆睡さぁ．土曜日は，休日出勤

が多いから，平日みたいに朝起きて，出勤して

帰ってきてたんだけど，その後お風呂入ってか

ら友達なんかと飲みに行ったよ．日曜日は，い

つも二日酔い．必ずといっていいほど二日酔い

してたさぁ～．買い物しに行ったりもしたよ～．

日常生活って言ったら，ほとんどこれの繰り返

しさぁ～．（男性，愛知県，22 歳）

証言 35　社員食堂の昼ごはんと，寮の自分で作る

晩ごはんと，仕事の後の風呂が最高の楽しみ

だった．仕事して，食べて寝るだけの生活だっ

た．（男性，愛知県，18 歳）

　多くの証言から，季節労働は製造現場での長時

間・単純労働のため，精神的・肉体的疲労感が強く，

証言 34 のように，平日は帰宅後に食事と洗濯の後

は睡眠確保に努め，休日は買い物や飲み会など気

分転換を図っているのが一般的であった．証言を

まとめると，寄宿舎を拠点に色々な活動はしてい

るが，インフォーマント自身は単調な生活の繰り

返しとの認識が強い．

　毎日の生活の中で，友人関係は重要である．特に，

家族や郷里・沖縄の友人と離れて，本土の慣れな

い土地で生活しているため，孤立しないためにも

友人を求める傾向が強い．

証言 36　友達にはぜんぜん不便しなかったスよ．

同じ持ち場の北海道の 29 歳の人，俺の隣の部

屋だった同年齢の社員の人とか，結構友達は作

れた．だから人付き合いに関しては苦労しな

かったし，むしろ楽しかった．一緒に外食しに

行ったり，ゲームしたりして遊びましたね．（男

性，愛知県，20 歳）

証言 37　めっちゃ仲良かったぜ．年代は違うんだ

けどよ，普通の友達みたいな感覚だったやっ

さー．だいたい 24 歳ぐらいが多かったんだけ

どよ，1 番仲良くしてたのは 32 歳の人だった

やっさー．あの人が鍋パーティーしようって

言ったらみんなが集まってくるばーよ．しに
21）楽しかったぜ．（男性，愛知県，19 歳）

証言 38　仕事内容は単純作業なので面白くなく，

そのことが余計に疲れを蓄積させた．そんな疲

れを癒してくれたのはそこでできた友達で，そ

のときに友達の大切さというものが身にしみて

わかった．（女性，愛知県，20 歳）

証言 39　友達もできない自分は，毎日働いてはご

飯食べて寝るの繰り返しで，ノイローゼになり

そうな毎日だった．ホームシックにかかり，毎

日（沖縄の）友達に電話したよ．（男性，愛知県，

19 歳）

　多くのインフォーマントは比較的容易に移動先

で友人を作っている．多くは年齢が近い沖縄県出
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身者同士であるが，証言 36 のように本土出身者や，

証言 37 のように年齢差がある人とも仲良くなる場

合も珍しくなかった．戦前・戦後を通して，本土出

稼ぎ先では沖縄出身者が差別を受けていた事例が

多く報告されているが
22），今回のインフォーマン

トの証言からはそれは全くみられず，交友関係の

悪さは出身地の問題ではなく，個人の性格の問題

と認識されていた．証言 38 にみられるように，友

人は季節労働による肉体的・精神的疲労を癒して

くれる効用があるため，証言 39 のように，性格的

に友人が作れない場合は，ストレスの発散ができ

ずに精神的に追い詰められていく事例もみられた．

3. 就業と日常生活に対する評価

　沖縄県出身の季節労働者は，職場での労働や日

常生活に関して，移動前後でどのように感じて評

価しているのだろうか．本節では，移動前に現地

選考会で求人企業の採用担当者から示された雇用

条件が，実際にはどうだったのか，ここでは金銭面，

勤務面，日常生活面について聞き取り結果を集計

して（表 5）考察してみる．

　まず，金銭面の条件については，全体の 75.0 %

が移動前に提示された「条件通りだった」（60.2 %），

あるいは「条件以上に良かった」（14.8 %）と証言

している．しかし，25.0 %のインフォーマントは「条

件と違い悪かった」と感じている．

証言 40　正直言って，思った以上に給料が高かっ

たやっさー．最初月 25 万って聞いてたけど，

残業を毎日して 1 日 13 時間労働．休日出勤も

して 40 万もあった．あれはよかったね．（男性，

愛知県，24 歳）

証言 41　求人情報誌には，1 ヶ月で 27 ～ 30 万と

あったのにも関わらず，手取りでもらえたのは

結局 18 万か 19 万だった．派遣会社に「1 カ月

に 20 万円は欲しい」という話をしていて，会

社側も「多分もらえるはず」といったようなあ

いまいな答え方をしていた．それが結局，働い

てみると，20 万に達することはなくて，良く

て 18，19 万だった．悪いときは，16，17 万円だっ

た．（男性，三重県，23 歳）

　当時の求人情報誌では，例えば「月 30 万円可」

という表記がされている場合，これは出勤日を全て

働いた分の基本給と決められた日数の残業代のほか

に，入社祝いや満期退職慰労金の総額を月割りした

金額も加わって算出された数字である．そのため，

病気で欠勤した日の分は給料から引かれるうえ，満

期退職慰労金分などは毎月の明細書には現れない．

そのため，証言 40 のように，追加の残業や休日出

勤をしない限り，求人情報誌に書かれた提示金額に

は届かない．そして，そこから寄宿舎代や各種労働

保険料，税金など引かれた手取り金額はさらに低く

なる．証言 41 は支給額と手取りの違いを理解して

おらず，残業がほとんどなかったため，期待してい

たより少ないと感じた事例である．

　勤務面については 28.4 % が，寄宿舎など日常生

活面については 18.4 % のインフォーマントが「事

前条件と違い悪かった」と感じている．次の証言

42 と 43 は勤務面，44 は日常生活面を含め全ての

条件が違っていた，と不満を表明した証言である．

表 5　契約条件との相違

　 全体
直接
雇用

間接
雇用

全体
直接
雇用

間接
雇用

全体
直接
雇用

間接
雇用

評価 N=108 N=71 N=37 N=109 N=68 N=41 N=103 N=65 N=38
％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

条件よりも良かった 14.8 19.7 5.4 4.6 4.4 4.9 2.9 3.1 2.6

条件通りだった 60.2 64.8 51.4 67.0 80.9 43.9 78.6 86.2 65.8

条件と違い悪かった 25.0 15.5 43.2 28.4 14.7 51.2 18.4 10.8 31.6

計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

（聞き取り調査より作成）

金銭面の条件 勤務面の条件 日常生活面の条件

第5表　契約条件との相違

（聞き取り調査より作成）
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証言 42　正直言って，でーじ違った．事前の説明

ではイイことしか言わんかった気がする．作業

内容の説明も実際行ったら違うし，きっと紹

介する人はわかっとらんはず．むしろ，紹介し

て行かすことが仕事だから，行かしちゃえばい

いって感じなのかも．（男性，三重県，23 歳）

証言 43　昼勤務でできるって言ってたのに，昼夜

の交互の勤務だった．友達と一緒にできるとい

う話だったのに，同じ部署っていうだけで階は

全然違っていた．（女性，愛知県，19 歳）

証言 44　面接の時と話が違う．一人部屋だから行

くって決めたのに，なんで相部屋だば．意味わ

からんし．仕事内容も違う．給料 35 万ないし．

20 万ちょっとしかない．詐欺だよ．（男性，岡

山県，20 歳）

　事前の雇用条件への評価は，求人企業との雇用

形態の違いが大きい．すなわち，製造企業が季節

労働者を直接雇用した場合，条件違い率は金銭面

で 15.5 %，勤務条件面で 14.7 %，日常生活面で

10.8 % であるのに対して，業務請負企業や人材派

遣企業が季節労働者を採用する間接雇用の場合，

条件違い率はそれぞれ 43.2 %，51.2 %，31.6 % と

なり，後者が前者よりも 2.8 倍～ 3.5 倍の範囲の中

で高くなっている．特に，勤務面に対して，イン

フォーマントの半数以上が「事前条件と違い悪かっ

た」と感じている．

　直接雇用の場合，製造企業は自社の作業工程に

合わせた採用計画を立案するので，条件面の違い

は相対的に少ない．これに対して，間接雇用で条

件面の違いが多くみられるのは，作業内容や作業

量が委託元や派遣先企業の都合により変更するの

で，業務請負企業や人材派遣企業が沖縄での現地

選考会で提示したような条件通りにはならないた

め，と考えられる．そして，雇用主と作業事業所

の組織が異なるため，証言 42 にみられるように，

沖縄に駐在する採用担当者自身が正確な勤務条件

を把握していない可能性が高い．そもそも業務請

負企業や人材派遣企業は，変動する受託事業量に

対応するため，常に余剰人員を確保しておく必要

がある．受託量が少ない時は，季節労働者は待機

が指示され，その間は収入が得られない．これら

の業界が抱える構造的な問題といえよう．

　季節労働では人間関係も重要である．職場内で

対上司や対同僚との人間関係が「悪かった」と評

価する人は全体で 10.3 % であり，性別では男性

（14.8 %）が女性（2.8 %）より相対的に高かった（表

6）．雇用形態別にみると，間接雇用の「悪かった」

評価は 12.8 % で，直接雇用の 8.6 % よりも 5 ポイ

ント程度高いが，先述した契約条件との相違への

不満を考えると，職場内の人間関係の悪さは低い

といえよう．

証言 45　これねー，言いづらいんだけれど，小隊

のリーダーと，簡単に言うと上手くいかなかっ

た．この人が結構短気なんで．仕事のミスとか

できなかったら教えてくれればいいものの，な

んでわかんねーんだよとか言ってきたり，わか

らんかったら聞けって言っておきながら聞い

てみたら前言っただろって言われたり．さんざ

んいじめられた．耐え切れなくなって，小隊を

まとめる課長のところに直接行ってゴメンナサ

イって言って辞めた．（男性，愛知県，22 歳）

　職場の人間関係が悪いと感じる相手の多くは，

証言 45 のような同じ作業グループのリーダーで

表 6　作業現場における職場の人間関係の評価　

男性 女性 直接 間接 男性 女性 直接 間接

N=97 N=61 N=36 N=58 N=39 N=97 N=61 N=36 N=58 N=39
人 人 人 人 人 % % % % %

良かった 34 20 14 38 28 35.1 32.8 38.9 31.0 41.0

普通 53 32 21 23 14 54.6 52.5 58.3 60.3 46.2

悪かった 10 9 1 3 1 10.3 14.8 2.8 8.6 12.8

全体

評価

表6　作業現場における職場の人間関係の評価　

雇用形態 雇用形態
全体

性別 性別

（聞き取り調査より作成）
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ある．リーダーからの叱責や厭味などに，人間関

係の悪さとストレスを感じているのである．これ

はリーダー個人の人間性によるところが大きいが，

リーダーもグループ全体の作業ノルマを時間通り

に完遂させなければならないため，精神的にゆと

りが無く，作業に慣れない部下に感情をぶつけて

いることも考えられる．  

　これまでみたように，単調な作業への不満，金

銭面や勤務条件への不満，人間関係の不満など様々

な要因で途中離職者は後を絶たない．インフォー

マント 121 人のうち，17.4 % にあたる 21 人が契約

期間の途中で離職している．また，この数字が高

いか低いかは判断できないが，採用担当者への聞

き取りによると，沖縄県出身者に特有の離職パター

ンとして，友人グループで一緒に季節労働に行っ

た場合，そのうち一人が何かの理由で離職して沖

縄に戻ると，他の友人もそれにつられて離職が相

次ぐことを指摘している．離職の連鎖反応が見ら

れるのである．

　離職率を性別にみると，男性 16.9 %，女性 18.0 

% で差異は認められない．これを雇用形態別にみ

ると，直接雇用が 9.6 % に対して間接雇用は 29.2 

% に上っている．これは先述した通り，間接雇用

の場合は採用時の契約条件と金銭面や勤務面など

で「条件と違い悪かった」という評価が相対的に

高いため，それが離職率の高さにつながっている

と考えられる
23）．

Ⅴ．季節労働経験から得たもの

　季節労働の契約期間を無事終えたインフォーマ

ント 108 人のうち，88 人までは雇用契約を更新せ

ずに沖縄県に戻っている．それ以外の 20 人は引き

続き雇用契約を延長しているが，7 人は半年間で延

長を終了しており，半年を越えて延長した者は 13

人で 12.0 % に過ぎない．いずれにしても，今回の

インフォーマントは，最終的に全員沖縄県へＵター

ンしている．

　結局，季節労働でどれくらいの収入を得たので

あろうか．インフォーマント 77 人からの証言によ

ると，最低は 10 万円から最高は 900 万円であり，

平均は 169 万円であった．契約期間を満了まで務

めた 60 人の平均は 188 万円，途中離職をした 17

人の平均は 103 万円である．

　さて，沖縄県に戻ってきた季節労働経験者は，

本土での季節労働経験に対してどのように評価を

しているのだろうか．インフォーマントに「総合

的に判断して季節労働に行ったことは良かったか

どうか」を聞き取りした結果，回答を得た 108 人中，

88 人（81.4 %）までが季節労働に行って良かった

と評価している（表 7）．しかし，その良かったと

いう評価の意図は様々である．

証言 46　総合評価としては，俺的には全然ＯＫで

すね．お金貯める目的でトヨタまで行って，実

際 140 万貯めれたから全然ＯＫスよ．仕事内

容はハンパじゃなかったけど，休みもちゃんと

あったし．（男性，愛知県，20 歳）　

証言 47　よかったさ．だって友だちいっぱいでき

たし．いろんな所から人くるから，他の県のこ

と色々わかったし．よかったさ．悪いところは

別に何もないさ．マル．五重マル．（女性，兵

庫県，19 歳）

　このように，無条件で季節労働経験に対して高

い評価を与えているインフォーマントもいる．証

言 46 は目的としていた金銭獲得が達成できたこと

に対して，証言 47 は本土出身の友人が作れたこと

や見聞が広がったことに対して，高い満足感を得

ている事例である．季節労働を経験して個別に評

価していることを集計してみると，男性は「多く

の収入が得られたこと」を，女性は「多彩な人間

関係を経験したこと」が最多であった．

　さらに，季節労働経験に対する多くの証言は次

のようなものであった．

証言 48　自分は行ってよかったと思っているよ．

何よりも自分で生活する大変さや，親の有り難

みが身に染みてわかった．だけど，季節は若い

うちにしたほうがいいよ．何でかっていうと，

確かに給料はいいけど，生活は不規則だったし，

体調管理も大変で，女性の体にはあまりいい仕

事だとは思わないからね．だから，自由な身で

ある若いうちに済ませるほうがいいと思う．総

合評価として，一度は経験したほうがいいけど，

できればもう二度と行きたくないです．（女性，
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静岡県，20 歳）

証言 49　まず，視野が広がった．色んな考えとか

物があるんだなぁ～って思った．例えば，沖

縄で “ 当たり前 ” のことが，内地では “ 当たり

前 ” じゃないわけ．みんな全然考え方が違った

さぁ．あと，沖縄の良さが分かったから，良かっ

たなぁ．内地は時間にきっちりしすぎてて，全

然自分の時間とか，ゆとりが無かった．こんな

のは若いうちに経験しておくべき．若いときは

いっぱい色んな経験積んだ方が良いからさぁ．

（男性，愛知県，22 歳）

証言 50　良い面で言えば，お金を稼げることと，

もうひとつは経験です．私にとっては一人暮ら

しは初めてでしたし，知らない土地を知ること

もできました．それに，世の中にはほんと変わっ

た人がいるのだということを，つくづく感じま

した．貴重な経験です．総合的に評価するなら

ば，自分的には 80 点です．やはり期間限定と

いうことが大きいですけど，いい思い出です．

（男性，三重県，23 歳）

Ⅵ．おわりに――季節労働経験による本土観――

　前章の証言 48 ～ 50 の 3 人に代表されるように，

彼らが季節労働を評価するのは，仕事内容や仕事

経験を評価しているわけではなく
24），「自分で生活

する大変さ」や，本土の製造現場は「時間にきっ

ちりしすぎて」いてゆとりが無いうえに，人間的

に「変わった人」が多い
25），という負の見聞をし

たことに対してである．すなわち，季節労働を経

験した沖縄県出身者たちは，契約期間中における

様々なネガティブでインパクトがある見聞を通し

て，その反動として沖縄の人や社会の良さを再認

識し，そのような再認識をさせてくれた本土での

季節労働の「経験」を評価しているのである．そ

のため，季節労働による本土経験を「こんなのは」

と表現し，「若いうちに済ませる」のがよく，「期

間限定」だから「いい思い出」にしておけるが，「で

きればもう二度と行きたくない」ものなのである．

　寄宿舎やアパートで共同生活をしながら 3 交代

で不規則な勤務に従事するような労働，職場では

上司に監督されながら，日系外国人と一緒に，技

能や経験もほとんど不要な単純作業を，秒単位の

ノルマで確実にこなさなければならない労働とい

うのは，現代日本の職場環境としてはむしろ少数

派で特殊な世界である．本土の若年世代の多くは，

製造現場での作業経験はないし，そのような職場

環境を想像したこともないだろう．

　確かに，沖縄県出身の季節労働者が経験した「本

土」は，極めて特殊な世界であるが，しかし，彼

らはそこしか経験していないので，自分が見聞し

たことが本土の社会の全てであり，本土の人間な

のだ，と一般化していったとしても不思議ではな

い．人文主義地理学者のイーフー・トゥアンはそ

の著書『空間の経験　身体から都市へ』で，「人は，

人生のなかで珍しい経験，ありふれた経験をとり

まぜ実に多様な経験をするのであるが，空間と場

所に関する感情と観念は，そのような人生の多様

な経験を通して作られていく」（トゥアン 1993：

40）と述べている．

　「本土に行くことは島の人からだと憧れだし，一

表 7　季節労働に対する総合評価　

全体 男性 女性 中等 高等 直接 間接 全体 男性 女性 中等 高等 直接 間接

N=108 N=64 N=44 N=77 N=25 N=66 N=42 N=108 N=64 N=44 N=77 N=25 N=66 N=42
人 人 人 人 人 人 人 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

非常に良かった 13 6 7 10 3 10 3 12.0 9.4 15.9 13.0 12.0 15.2 7.1

どちらかといえば良かった 75 45 30 52 18 47 28 69.4 70.3 68.2 67.5 72.0 71.2 66.7

普通、どちらとも言えない 9 8 1 7 2 5 4 8.3 12.5 2.3 9.1 8.0 7.6 9.5

どちらかといえば悪かった 8 2 6 6 1 2 6 7.4 3.1 13.6 7.8 4.0 3.0 14.3

非常に悪かった 3 3 0 2 1 2 1 2.8 4.7 0.0 2.6 4.0 3.0 2.4

（聞き取り調査より作成）

評価

第7表　季節労働に対する総合評価

性別 学歴別 雇用形態別 性別 学歴別 雇用形態別

（聞き取り調査より作成）
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回生活してみて本土に住もうか考えてみるのもい

いかな～」と期待して本土に行ってみると，「沖縄

で “ 当たり前 ” のことが，内地では “ 当たり前 ”

じゃ」なく，「ほんと変わった人がいるのだという

ことを，つくづく感じ」ることになる．本土経験

により「本土は変な社会で，変な人が多い変わっ

たところ」と確信され，「やっぱり，沖縄はいいと

ころ」なのだと再認識できたのである．インフォー

マントたちが語った証言からは，本土での季節労

働経験が彼らの本土観と，それに相対する沖縄観

を醸成，強化したことが読み取れるのである．

　本研究にあたり，貴重な証言を提供していただいたイン

フォーマントの皆さま，調査協力していただいた琉球大学

および沖縄国際大学の学生の皆さまに感謝いたします．

　　　　　　　　　　　　　（受付　2019 年 4 月 30 日）

　　　　　　　　　　　　　（受理　2019 年 6 月 20 日）

注

1）社会学ではこのような証言を生活史と呼び，生活史研究

が盛んである．一例をあげると，那覇都市圏にみられる

人口還流現象の社会・文化的特性を生活史法により解明

した谷（1989）の研究がある．

2） 証言 （証言） を多く収集し，それを整理・データ化することで，

定性的分析と定量的分析の両アプローチから行った研究とし

て， 宮内 （2015） がある．

3）例えば，八木（1987）や渡辺・石川（1988），宮内（2009a）．

4）インフォーマントには， 学生による聞き取りが大学の教育や

研究の一環で行われていること， 聞き取りの中で話したこと

は記録され， 今後大学の講義や学会， 学術雑誌などで証

言が匿名処理をしたうえでそのまま公表されることに関して

調査学生から説明し， 承諾を得ている．

5）なお，調査直後の 2008 年 9 月に起こったリーマンショッ

クの影響で，沖縄からの季節労働移動がほぼ皆無となる．

6）沖縄労働局職業安定部編『職業安定行政年報 平成 20 年

度』の統計による．職安経由で就業しない季節労働者も

いるため，その数は職安統計値以上になることに留意す

る必要がある．

7）2003 年 6 月に成立した改正労働者派遣法では，2004 年

3 月より物の製造業務についても自由化，すなわち製造

派遣が解禁された．これにより，人材派遣業者が季節労

働市場に参入することになった（宮内　2009b）．

8）沖縄労働局職業安定部編『職業安定行政年報 平成 19 年

度』の統計によると，2007 年度の沖縄県からの県外就職

者 7,773 人の移動先は，愛知県が 5,119 人で全体の 65.9 %

を占めていた．

9）ガソリンスタンドのこと．

10）沖縄県では鹿児島以北の 46 都道府県を表す呼称として，

「内地」「本土」「ヤマト」などがある．このうち本研究で

は，本土の呼称を用いる．

11）沖縄県内最大手のスーパーチェーンである．

12）自分たちが生まれた沖縄のことを「島」「シマ」と呼ん

でいる．

13）ジンは銭，お金のことである．

14）マジはとても，てーげーはいいかげんの意味である．

15）就職祝金のこと． 季節労働者の需要が強まると， 求人

企業は前金で支払える就職祝い金の金額を高く提示して

労働者の確保に努めている． 2007 年下半期では， 就職

祝い金は 10 万円程度まで上がった．

16）ねぇねぇは姉の意味である．

17）このうち，直接雇用は 73 人，間接雇用は 39 人である．

18）なお，仕事の単調さについては 95 人から証言が得られ，

そのうち 82 人が苦痛であったと語っている．

19）ワーは私はの意味，マイチャーは毎日の意味である．

20）でーじはとてもという意味である．

21）しには，（死ぬほど）大変，ものすごいという意味である．

22）一例をあげると，『名護市史本編・5　出稼ぎと移民Ⅲ』

によると，戦前期に本土の紡績工場では，「沖縄出身者は

新潟，鹿児島，長崎など同僚である他県出身女工たちか

ら「リュウキュウ，イモクイ，ブタ」などと蔑まれケンカ

をしている．琉球人であることを原因とした他府県人出身

者とのトラブルは日常茶飯事であった」（大城 2008：54）．

また，1961 年に琉球政府職業安定課が本土就職者とその

事業者に行ったアンケートでは，回答者 325 人のうち，「差

別あり」と回答した者は 68 人で全体の 20.9 % であった（職

業安定課 1962）．

23）金銭面で「条件が違い悪かった」と答えた 27 人の離職

率は 25.9 % であった．さらに，日常生活面で「条件が違

い悪かった」と答えたインフォーマントの離職率は 31.6 

% と高く，勤務面ではそれが 36.7％までに上がる．この

ことから，契約条件との相違と離職率とは関連が強いこ

と，金銭面よりも仕事そのものの勤務面での条件の違い

が離職率と関係していることが明らかになった．

24）今回のインフォーマントで季節労働の仕事内容や仕事の

仕方を評価した人は皆無であった． それどころか， 「季節労

働をしたけど， 仕事として得たものは何もない」 とか， 「何も

（技能的に） 身に付けることができず， 次の仕事に生かせな

い」 というマイナス評価が強かった． 筆者は日本にデカセギ

経験のある日系ブラジル人たちにも， 日本の製造現場での

労働についてその評価を聞き取りした （2012 年 2 月於サン
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パウロ市内）． 日系ブラジル人たちは， 日本の生産管理シ

ステムの素晴らしさ， チームワークと協調性を重視する現場

の強さを評価しており， 日本のデカセギで経験して身に付け

た様々な仕事の仕方は， 今後の （職業） 人生で必ず役に

立つ， とほぼ全員が証言していた． 同じ製造現場での労働

体験への評価であるが， 沖縄出身季節経験者と日系ブラジ

ル人とは極めて対照的である． このような違いがなぜ生じる

のかは， 今後の課題としたい．

25）自分たちと同世代の本土府県出身者の特異な性格や行

動に関して多くの証言が寄せられた．沖縄県出身季節労

働者たちには，相当印象に残る経験だったと推察される．

文　献

イーフー・トゥアン著，山本　浩訳（1988）：『空間の

経験　身体から都市へ』筑摩書房． Yi-Fu Tuan (1977): 

Space and Place: The Perspective of Experience. University of 

Minnesota Press, Minneapolis.

大城道子（2008）：国内出稼ぎ．名護市史編さん委員会編『名

護市史本編・5　デカセギと移民Ⅲ　出稼ぎ＝移民先編

（下）』名護市役所．43-134．

谷　富夫（1989）：『過剰都市化社会の移動世代――沖縄生

活史研究――』広島女子大学．

堤　研二（1987）：過疎山村・大分県上津江村からの人口移

動の分析．人文地理，39-3，1-23．  

堤　研二（1989）：人口移動研究の課題と視点．人文地理，

41-6，41-62．

宮内久光（2008）：沖縄県における期間工求人企業の地域的

活動．沖縄地理，8，47-59．

宮内久光（2009a）：沖縄県から日本本土への期間工移動流

の変化．金沢大学文学部地理学教室編『自然・社会・ひ

と～地理学を学ぶ～』古今書院，163-180．

宮内久光（2009b）：沖縄県外で就労する季節労働者募集に

関する組織的求人システムの形成と展開．沖縄地理，9，

27-40．

宮内久光（2015）：第 9 章　南洋群島における沖縄県出身男

性移住者の移動経歴．米山　裕・河原典史編『日本人の

国際移動と太平洋世界　日系移民の近現代史』文理閣，

221-250．

八木　正（1987）：沖縄からの出稼ぎの動向と特徴．渡辺　

栄・羽田　新編『出稼ぎの総合的研究』東京大学出版会，

257-267．

琉球政府職業安定課（1962）：就職後の動向調査（本土就職

者）――結果まとまる――．琉球労働，8-3，38-41．

渡辺　栄・石川雅典（1988）：沖縄県の出稼ぎ．研究所年報

（明治学院大学社会学部付属研究所）19：21-39．


